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1.はじめに 

本稿その 2 では，三層構造ソイルセメントコラムの支

持力機構を確認するために行ったソイルセメントコラム

と鋼管の付着試験結果について報告する。 

2.室内付着試験 

室内試験は，鋼管-セメントミルク，

鋼管-セメントミルク-コラム(以下，三

層コラム)について行った。 

2.1.鋼管とセメントミルクの付着試験 

室内付着試験は，高い付着力が期待

できる縞鋼板製小口径鋼管(以下，縞鋼

管・写真-1)を使用した。試験体概要を

表-1 に示し，試験装置の概要を図-2 

(中央)に示す。 

試験体は，固化材 2 種類，水セメン 

ト比（W/C）60%と 80%，材齢 1 週･

4 週にて行った。 

載荷方法は，1 サイクル段階載荷方式とし，荷重は 5kN

刻みで鋼管の抜出し量を変位計で測定した。測定間隔は 0，

1，2 分で，試験体の養生は現場土中養生とした。 

表-1 付着試験概要 

 

 

図-2 試験装置 

 試験結果を表-2 に示し，付着応力度-変位関係を図-3 に

示す。試験結果より，固化材の違いと 1･4 週による付着

力に大きな差が無いことが確認できた。W/C の違いは 1

供試体ではあるが，W/C80％供試体は 60%供試体の 1/2 程

度の付着力であった。結果より、鋼管とミルクの付着抵

抗は，最低でも 550kN/m2 以上期待できることを確認した。 

表-2 付着試験結果 

 

 

図-3 付着応力度と変位 

2.2.三層コラムの付着試験 

試験は，付着抵抗の確認と三層コラムのどの境界面で

付着が切れるかを確認するために行った。試験概要を表-3

に，試験装置は図-2(右側)に示す。試験体は，縞鋼管と模

様鋼板製小径鋼管(以下，梨地鋼管・写真-2)の 2 種類，

W/C80%，ソイルセメントは現地土を混練りし作成した。 

載荷方法および養生は，付着試験時と同様とした。 

表-3 三層コラム試験概要 

 

1週強度 4週強度

縞1 ユースタビラー10 4866 4907
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 試験結果を表-4 に、荷重-変位関係を図-4 に示す。すべ

ての試験体で鋼管変位とミルク層変位が，ほぼ同じ動き

をしていること、また，底部の抜出し状況からコラムと

ミルク層の境界で付着が切れしていることを確認した。 

表-4 三層コラム試験結果 

 

 

図-4 荷重と変位 

3.現場付着試験 

試験場所の地盤概要を図-5

に，試験概要を表-5、図-6 に

示す。試験体の仕様は以下の

通りである。 

固化添加量：300kN/m3 

W/C：60% 

鋼管：縞鋼管φ48.6mm 

コラム径：φ300mm、 

φ400mm（各 2 本） 

載荷方法は，1 サイク

ル段階載荷方式とし，

荷重は 10kN 刻みとした。 

コラムの極限支持力

の計算は，文献 1 を用

いた。極限支持力の計

算値と試験結果比較を表

-6 に示す。表-6 より，計算値の 1.6 倍以上の数値が確認さ

れているが，地盤の破壊と鋼管の座屈が起き，すべての

試験体で正確な数値は確認できていない。詳細な内容は，

後述する。 

表-6 極限支持力比較 

 F1 F2 F3 F4

計算値(kN) 55.6 70.2 54.6 54.6

実験値(kN) 99.3 132.4 88.7 105

安全率(実/計) 1.78 1.88 1.62 1.92

試験結果総括を表-7 に示し，荷重と変位の関係を図-6

に示す。F1 は，鋼管とコラム変位が大きく，地盤の破壊

が読み取れる。F2～4 は鋼管変位が大きく，コラム変位は

ほとんどない，また，前述の室内試験よりコラムとミル

ク層の境界で付着が切れたと想定できる。ただし，F2 は，

載荷後の鋼管頭部が座屈しており，実験値以上の付着力

を有している。以上より，地盤強度も左右するが，概ね

2.0m 前後の付着長があれば，鋼管の圧縮応力度以上であ

ることが明らかとなった。 

図-6 荷重と変位 

表-7 現場付着試験結果 

 

4.まとめ 

本稿では，室内･現場試験で確認した付着力と付着切れ

が起きる位置を報告した。 

その 3 では，載荷試験の結果を報告する。 
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図-5 地盤概要 
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表-5 現場付着試験概要 
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